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はじめに

　約46億年の地球史の中で生物の「大量絶滅」とは、

海洋動物の絶滅率変化を求めたとき、科のレベルで

10%、属のレベルで20%以上（Raup 1982）が約1,500

万年以内（Sepkoski 1982）に絶滅した場合と定義

さ れ る（ 例 え ば，Raup and Sepkoski 1982； 海 保 

1992）。地球が大量絶滅を経験した時期は、オルドビ

ス紀末（約4億4,380万年前）、後期デボン紀（フラニ

アン/ファメニアン）境界（約3億7,220万年前）、ペ

ルム紀末（約2億5,190万年前）、三畳紀/ジュラ紀境

界（約2億140万年前）、および白亜紀/古第三紀境界（約

6,600万年前）の5つである。その中でも、白亜紀（K：

約1億4,500万年前～6,600万年前）/古第三紀（Pg：

約6,600万年前～2,303万年前）境界では、メキシコ

のユカタン半島周辺に直径約10 kmの巨大隕石が衝突

したことにより、恐竜やアンモナイトなどの生物種が

大量絶滅したとされている（Schulte et al., 2010）。欧

米などで確認されているK/Pg境界は黒色粘土層であ

り、多量のイリジウムやその他の白金属元素などを含

み（Alvarez et al., 1980）、衝撃石英なども報告され

ている（例えば、Montanari et al., 1983）。K/Pg境界は、

恐竜やアンモナイトの絶滅から哺乳類が繫栄する時代

への転換期を保存する地層として非常に重要とされて

いる。

　Kaiho and Saito（1986）は、北海道十勝郡浦幌町

北東部の川流布川支流の茂川流布川沿いに露出する根

室層群川流布層上部泥岩部層（彼らの区分では活平層

上部に相当）の浮遊性有孔虫化石群集を検討した結果、

炭質物に富む黒色粘土層がK/Pg境界に相当する可能

性を示した。また、この粘土層からは微量ではあるが、

欧米のK/Pg境界から報告されているイリジウムも検

出された（田崎ほか 1992）。このことから、北海道

浦幌町で確認されたK/Pg境界は、東アジアでも唯一

知られており、多くの先行研究においても重要視され

てきた。

　しかし、近年の台風などの自然災害が原因で、K/Pg 

境界を含む周辺の地層が露出している崖（露頭）が

徐々に後退するなどの被害が確認されている。この状

況のままでは、地質学的に重要な情報が保存された地

層が将来的に無くなってしまうことが危惧される。そ

こで今回は、露頭表面（地層）を剥ぎ取り、博物館に

標本として残すこととした。地層の剥ぎ取り技法は、

露頭に接着剤を直接噴き付け、ガラス繊維や布などで

裏打ちし、固化した後に露頭表面を薄く剥離させるこ

とによって地層を採取する手法である（例えば、石浜 

2017a, b）。地層の層序関係を実物のまま採取でき、

かつ様々な場所に持ち運びが可能であるため、博物館

展示や教育普及活動に利活用できる。一方、地層の剥

ぎ取りは、未固結な堆積物に対して行うことが一般的

であるが、本研究で扱うK/Pg境界は固結しているた

め、これまでの剥ぎ取り技法でどこまで作製できるの

かを模索しながら実施する必要があった。

　本研究では、浦幌町の茂川流布川沿いに露出する

K/Pg境界を後世まで保存し、博物館展示を通してそ

の貴重な地質学的情報を伝えるために、茂川流布川周

辺の根室層群のK/Pg境界の剥ぎ取り標本の作製を試

みたので報告する。
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茂川流布川沿いの根室層群川流布層の概要

　北海道十勝郡浦幌町北東部の白糠丘陵には、白亜系

～古第三系根室層群、古第三系音別層や浦幌層、新第

三系川上層群、および第四系が分布する（図1：西嶋 

1964；栗原 2013）。白糠丘陵に分布する根室層群は、

北海道十勝郡の仁生川、川流布川、浦幌川、および本

別川沿いに露出し、川上層、川流布層、および富川層

に区分される（図1：西嶋 1964）。川流布川支流の茂

川流布川沿いには、川流布層上部泥岩部層が露出する

（図2）。この上部泥岩部層は、黒色から灰色のシルト

岩である。このシルト岩は塊状であり、細やかな割れ

目（節理）が発達している。凝灰岩の薄層を数枚伴い、

シルト岩中に数多くのコンクリーションを含む。また、

シルト岩中には、Kaiho and Saito（1986）で示された

K/Pg境界に相当する黒色粘土層が狭在し、その上下に

石灰岩層が存在する（図3）。本地域の川流布層は、産

出する浮遊性有孔虫群集や底生有孔虫などの微化石類

から、後期白亜紀マーストリヒチアン～古第三紀暁新

世セランディアンに対比される（君波 2010）。近年、

K/Pg境界層から約15 m下位の層準から異常巻きアン

モナイトDiplomoceras cylindraceumの産出が報告された

（Kurihara et al., 2016）。K/Pg境界周辺の地質やその詳

細については、栗原（2013）などに記載されているた

め、参照されたい。

図1　�a.�北海道の地帯区分図．Ueda�（2016）を参考に作成．b.�
白糠丘陵地域の地質図．西嶋（1964）およびKurihara�et 
al.�（2016）�を参考に作成．

図2　�茂川流布川の右岸沿いに露出するK/Pg境界の調査風景．
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K/Pg境界の剥ぎ取り標本の作製方法

　K/Pg境界の剥ぎ取り標本の作製は、令和4（2022）

年10月24日（月）～26（水）の3日間の日程で実施した。

作製方法は、添田ほか（2015）および石浜（2017b）

を参考にした。地層の剥ぎ取り標本の作製に使用した

代表的な道具は、表1にまとめてあるため参照された

い。

1  剥ぎ取りを実施する露頭面の選定

　K/Pg境界は、茂川流布川の右岸と左岸の崖に好露

出する。左岸の露頭は急傾斜であり、かつ大量の水が

黒色粘土層から染み出しており、剥ぎ取り作業が困難

と予想できたため、本研究では、右岸のなるべく平坦

な面を剥ぎ取り位置に設定した。

2  剥ぎ取り面の整形

　ハンマー、タガネ、刷毛、およびスコップを用いて、

平滑になるように剥ぎ取り面を整えた。その後、剥ぎ

取り面の水分量が少なかったため、霧吹きを用いて、

水を噴霧した。これは、次の工程で塗付する接着剤で

あるウレタン系合成樹脂「トマックNS-10（三恒商事

株式会社）（以下、合成樹脂）」の硬化のためである。

3  合成樹脂の塗布・裏打ち材の貼り付け

　水を噴霧した約30分後に、合成樹脂を刷毛で剥ぎ

取り面に直接塗布した（図4a）。この際、塗りムラが

ないように丹念に作業した。なお、合成樹脂は有機溶

剤のため、人体に直接触れないよう防護めがねやゴム

手袋を着用し細心の注意を図った（図4a）。

　合成樹脂が半乾きになった頃（約30分後）に、裏

打ち材として「耐候性強化ポリプロピレン不織布（日

本マタイ株式会社）（以下、不織布）」を貼り付けた（図

4b）。不織布を貼り付けた後、その面に再度、合成樹

脂を重ね塗りした（図5a）。この際、合成樹脂と不織

布に隙間ができないように刷毛などで適度に叩き、空

気を抜きながら、剥ぎ取り面の凹凸と一体化させ、剥

ぎ取り面に定着していない部分には、不織布に釘を刺

して固定させ、約4時間～半日放置し乾燥させた（図

5b）。乾燥させている間に、K/Pg境界周辺の地質調査

を実施した。

4  剥ぎ取り作業と補修用の岩石採取

　合成樹脂を十分に乾燥させた後、剥ぎ取った後に層

序の上下を判別できるよう、張り付けた不織布に油性

マジックで目印を付けた。次に、不織布ごと剥ぎ取り

面の岩石を慎重に剥ぎ取った。白亜紀および古第三紀

の岩石（特に石灰岩の部分）は固結度が高く、剥ぎ取

りが困難な部分が多かったため、ハンマー、バール

およびタガネを用いて、慎重に作業を行った（図6）。

このとき、次の剥ぎ取りを行うことも考慮し、できる

だけ剥ぎ取り面を破壊しすぎないように注意した。な

お、上記の作業を慎重に実施したものの、岩石が剥

落してしまった部分が数箇所存在したので、白亜紀、

K/Pg境界、古第三紀の各層準から補修用の岩石を採

取した。

図3　�K/Pg境界の露頭写真（左岸）．ハンマーの大きさは約28�
cm.

表1　�地層の剥ぎ取り標本の作製に使用した代表的な道具
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K/Pg境界の剥ぎ取り標本の記載

　この3日間で剥ぎ取った標本は、剥ぎ取り面の横幅

約30 cm、縦幅約42 cmのサイズが3枚および横幅約

42 cm、縦幅約60 cmのサイズが2枚の計5枚である。

その中でも特に、図7aの地層の剥ぎ取り標本では、

白亜紀層、K/Pg境界、および古第三紀層を構成する

黒色粘土、シルト岩、および石灰岩の全てを連続的に

かつ綺麗に剥ぎ取ることができた。この標本の大きさ

は、横幅約30 cm、縦幅約46 cmである。図7aの剥ぎ

取り標本から読み取った地質柱状図（図7b）による

と、この剥ぎ取り標本の全層厚は約36 cmである。こ

の層厚は本調査によって得られた走向・傾斜の値をも

とに、真の厚さを再計算した。白亜紀の地層は、黒色

図4　�a.�K/Pg境界の露頭表面に合成樹脂を塗布している様子．
　　��b.�裏打ち材として不織布を貼り付けた様子．

図5　�a.�不織布に合成樹脂を重ね塗りする様子．
　　��b.�不織布に釘を刺して固定させ、乾燥させている様子．

図6　�ハンマーやバールを用いて、慎重に剥ぎ取る様子．
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から灰色の極細粒～細粒のシルト岩であり、剥ぎ取っ

た層厚は約14 cmである。白亜紀層の上には厚さ約5 

cmの石灰岩がレンズ状に存在する。K/Pg境界は、粒

子がほとんど見えない極細粒の黒色の粘土であり、剥

ぎ取った層厚は約3 cmである。この黒色粘土の一部

には小球粒状の黄鉄鉱が含まれていた。古第三紀の地

層は、黒色から灰色の極細粒のシルト岩であり、剥ぎ

取った層厚は約14 cmである。K/Pg境界の層準に近

い古第三紀の地層は、黒色から灰色を呈し、下位の白

亜紀やK/Pg境界の地層との岩相の区別が付きにくい。

本調査における剥ぎ取り技法の工夫と課題

1  合成樹脂の塗布・裏打ち材の貼り付け

　合成樹脂の塗布の際、第四紀の比較的未固結な堆積

物などを剥ぎ取る際には、合成樹脂とアセトンを1：

1の割合で調合して使用する場合がある（添田ほか 

2015）。これは、合成樹脂をアセトンで希釈すると粘

性が低くなり、剥ぎ取り面に浸透しやすくなることで、

地層を厚く剥ぎ取るためである。しかし、今回の地層

は固結度が高いこと、また剥ぎ取り面が微傾斜してお

り、合成樹脂が剥ぎ取り面に定着しないことを考慮し

て、希釈しなかった。

　裏打ち材の貼り付けにおいて、当初、地層の剥ぎ取

りで用いられる寒冷紗を使用したものの、今回の露頭

面は岩石の凹凸が顕著であり、寒冷紗では剥ぎ取り面

の定着が十分ではなかったため、岩石にフィットしや

すく柔らかい不織布を裏打ち材に採用した。また、今

回は固結した地層であり、竹串が刺さらなかったため、

釘を用いて不織布を固定させた。

2  地層の剥ぎ取り

　今回は、10月に剥ぎ取りを行ったため、日中の最

高気温が約6度と低温であり、樹脂の乾燥に半日ほど

時間がかかってしまった。また、今回の地層は固結度

が高く、ハンマーやバールを用いて剥ぎ取ると、岩石

がブロック状に剥ぎ取られ、剥ぎ取り面にムラができ、

適切な厚さに調整することが難しかった。

　また、24日から25日の夜間を通して半日間放置し

て乾燥させている間、小動物に荒らされた形跡があっ

たため、それ以後、剥ぎ取り面をプラスチック製のか

ごでおおって対策した。原因を突き止めることは難し

いが、おそらく合成樹脂が微かに芳香族系の甘い香り

がするため、その匂いに近寄ってきたと考えられる。

今後、剥ぎ取り標本を作製する季節や温湿度条件、動

物への対策も考慮した上で実施していく必要がある。

図7　�a.�採収したK/Pg境界層の剥ぎ取り資料.�b.�K/Pg境界層の剥ぎ取り標本から読み取った詳細な地質柱状図．
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おわりに

　本研究では、一般的な地層の剥ぎ取り技法をもとに、

固結度の高いK/Pg境界の剥ぎ取り方法を模索しなが

ら試みた結果、K/Pg境界およびその上下の地層を綺

麗に剥ぎ取ることができた。今後は、剥落した岩石の

部分を補修用岩石で随時修正し、収蔵、展示およびそ

の活用方法を模索していく。また、今回のように自然

災害などの影響により、現地保存が困難な露頭が消失

してしまうことを防ぐため、剥ぎ取り技法を用いた研

究を継続して、標本の集積にも努めていきたい。
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